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諮問事項Ⅰ 

沖縄県屋外広告物条例第 12 条第２項に基づく許可（バス車体広告）について  

 

  案件概要 

 

1.申請者      沖縄県豊見城市豊崎３－３０（使用の本拠地 豊見城市） 

          沖縄バス株式会社 代表取締役社長 新川幹雄 

2.表示又は設置場所 道路を走行する車両に表示 

3.表示面積     54.7㎡ 

4.広告主      沖縄バス株式会社（デザイン：株式会社ポケモン） 

  

 ●株式会社ポケモンが企画する「そらとぶピカチュウプロジェクト」の一環として実

施しているバス車体広告である。 

 

 ●自動車については、条例第７条第２項第５号で適用除外の基準（側部：１側面につ

き２㎡以下、後部：１㎡以下）が定められているが、本案件は適用除外の基準を超え

ている。 

 

 ●当初、使用の本拠地が那覇市であったため那覇市で許可されていたが、使用の本拠

地が豊見城市へ移転したことに伴い、県での許可が必要となった。 

 ※使用の本拠地とは、車検証に記載される「使用の本拠の位置」と同じ 
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報告事項Ⅰ 

沖縄県景観施策の取組について 
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報告事項Ⅱ 

那覇市におけるデジタルサイネージを活用した 

エリアマネジメント事業について（情報提供） 
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報告事項Ⅱ 

那覇市におけるデジタルサイネージを活用したエリアマネジメント事業 

について（情報提供）  

 

 

事業主体：沖縄振興エリアマネジメント推進共同体 

（那覇市国際通り商店街振興組合連合会、沖縄電力株式会社、株式会社琉球新報社） 

 

広告物許可権者：那覇市 

 ※県はオブザーバーとして、「デジタルサイネージ運営協議会」に参加 

 

 

事業概要 

 

 ●那覇市の国際通りを起点に、沿道商店街及び地元企業が自主的に行うエリアマ

ネジメント事業として、非常時には防災情報や災害情報、避難誘導情報を発信

できるデジタルサイネージの運用基盤を構築する 

 

 ●平時には、観光コンテンツ、気象情報、ニュース、各種イベント情報を発信。 

 非常時には、LアラートやJアラート、地域防災無線としての活用を念頭に、災

害時に情報弱者となり得る外国人観光客に対しても必要な情報を多言語で提供

する 
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